
（三重県教育委員会ＨＰから）平成 2２ 年度入学者選抜の概要
三重県立いなべ総合学園高等学校

前期日程
２月 ８日（月） Ⅱ類［総合問題 A・総合問題 B・芸術（美術 書道 ］）
２月 ９日（火） Ⅰ類・Ⅱ類（体育）

後期日程
３月１１日（木）

【学校の特色】

本校は地域の期待を担い、全国でも有数の大規模総合学科高等学校として、平成
１３年度に開校しました。めざす学校像は、生徒の『自主・自律 ・ 自己実現 ・』 『 』
『地域貢献』です。
１年次の「産業社会と人間 、２・３年次の「ＩＶＹタイム（総合的な学習の時」

間 」では、生徒の自主・自律を促し、主体的な進路実現ができるよう、チュータ）
ーによるきめ細かな指導を行っています。
カリキュラムは、１７０余りの多様な選択科目を設定して、生徒一人ひとりの進

路選択に応えています。また、社会人講師による講演・実習によるキャリア教育の
充実と、地元の大学との連携授業による進学指導の充実にも力を入れています。
本校生徒の進路先は、大学・短大が約４０％、専門・各種学校が約２０％、就職

が約４０％で、単位制総合学科という特色ある学びのシステムにより、幅広い進路
実現を可能にしています。

、 、 、部活動も盛んで 充実した施設設備を活用して 多数の運動系クラブが全国大会
東海大会、県大会等に出場し、好成績を残しています。文化系クラブも地域に貢献
する活動を積極的に行うなど、明るく生き生きとした学校の雰囲気を作り出してい
ます。
また、員弁地区唯一の高等学校として、地域に開かれた信頼される学校をめざし

「公開講座」を実施する等、生涯学習の拠点としての役割も担っています。

【前期選抜において重視する要件】

〔総合的観点〕
◎ 本校のカリキュラム・学習内容・部活動等教育活動全般に対して強い興味・
関心をもち、入学後、意欲的に学校生活をおくる意志のある者

〔個別観点〕
『学習について』
○ 国語・社会・数学・理科・英語・芸術・体育等の各教科に関わって、優れた
資質をもち、得意分野の中から入学後も学習活 動に意欲的である者

○ すべての教科に対して真面目に学習活動に取り組める者

『部活動について』
○ 県大会等で優れた実績があり、入学後もその活動を継続して行う意志のある
者

○ 個々の部活動において、３年間継続して活動する意志のある者

『学校生活について』
○ 生徒会活動・学級活動で実績のある者
○ ボランティア活動・人権活動に積極的に取り組める者

『進路について』
○ 将来、地域社会の一員として社会貢献をする意欲のある者
○ 向上心をもって自分の夢の実現に努力する者
○ 四年制大学に進学を希望し、意欲的に学習に取り組める者



【前期選抜の検査の詳細な内容】

Ⅰ 面 接 個人面接（１分間の自己アピールを含めて１０分程度）

総合学科での学習に対する興味・関心や意欲、進路に関す

る目的意識等について応答する。

類
作 文 ４５分間・８００字以内

Ⅱ 作 文 ４５分間・８００字以内

次 実技検査 静物デッサン（休憩を含む１２０分）

類 の 芸術 用具：鉛筆、消しゴム（志願者が持参）

い （美術） 用紙：Ｂ３ケント紙ボード（高等学校で用意）

ず 静物デッサンについての感想を文章でまとめる。

れ （静物デッサン１２０分のうちの１０分）

か

１ 実技検査 実技（休憩を含む１２０分）

つ 芸術 用具：太筆、細筆、墨汁、鉛筆、消しゴム、定規、

を （書道） 練習用紙（志願者が持参）

事 用紙：清書用紙（高等学校で用意）

前 実技検査についての感想を文章でまとめる。

に （実技検査の１２０分のうちの１０分）

選

択 実技検査 共通検査： ２５ｍ往復走、反復横跳び、立ち幅跳び、

す 体育 長座体前屈をすべての志願者に課す。

る 選択種目検査： 次の種目から、志願者が事前に選択し

た１種目とする。内容は、基本的な技能・

技術、動作を中心とする。

陸上競技（１００ｍ走、８００ｍ走、砲丸投げ、走り高

跳び、走り幅跳び ・サッカー・バスケットボール・）

バレーボール・卓球・バドミントン・ソフトボール・

器械運動（マット運動 ・剣道・レスリング・ゴルフ・）

ハンドボール・ソフトテニス

（注） 陸上競技は （ ）内の５種目から１種目を、

選択する。

総合問題 次の２分野（Ａ・Ｂ）の中から１分野を事前に選択する。

Ａ： 国語・社会・英語） ６０分（

Ｂ： 数学・理科・英語） ６０分（



【前期選抜の選抜方法】

Ⅰ １ 選抜資料の取扱い

(1) 調査書 点数化する。

評定（第３学年の各教科の評定の

類 合計を２倍） ９０点満点

学級活動・生徒会活動、スポーツ・

文化・社会活動の実績、取得資格 最高１０点

合 計 １００点

(2) 面 接 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階で評価し、点数化する。

（１０点満点）

(3) 作 文 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階で評価し、点数化する。

（１０点満点）

２ 選抜方法

(1)～(3)の合計点数をもとに、最初に面接及び作文の判定がいずれもＣ

段階以上であることの条件を満たす者について、その後、全員について、

調査書、推薦書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して総合的に選抜す

る。

Ⅱ １ 選抜資料の取扱い

(1) 調査書 点数化する。

① 第３学年の各教科の評定の合計 ４５点満点

類 ② 学級活動・生徒会活動、スポーツ・

文化・社会活動の実績、取得資格 最高１０点

(2) 作 文 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階で評価し、点数化する。

（１０点満点）

(3) 総合問題または実技検査 ９０点

２ 選抜方法

(1)①の評定得点、(1)②と(2)と (3)の合計点数の２つをもとに、最初に

作文の判定がＣ段階以上であることの条件を満たす者について、その後、

全員について、調査書及び「自己推薦書」の記載事項を考慮して総合的に

選抜する。


